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や活動に役立てることである．対象は，2005 ～ 2007 年度の研修員 18 名中，協力が得られた 16 名である．
方法は，研修 2 年後のアクションプランの実施状況と成果・困ったことに関し質問紙を送付し回答を得
た．H 州内における母子健康状態の改善のための対策は，母子健康手帳の作成 ･ 導入，新パイロット地区
における妊婦と乳幼児集団健診，視聴覚教材の作成と発行支援を除き，ほぼ実施されていた．さらに実施
に必要な条件を設定し，新生児と妊産婦死亡リスクの削減・改善に向けて，よい変化が生じていた．各地



















画・運営に加わってきた．2005 ～ 2007 年度の 3
年間で本邦研修の第 1 フェーズが完了し，さらに





































































について報告し，2005 年度研修員 6 名を受け入
れて研修事業の意義，企画・運営・評価を行い，
そのあり方について報告している．さらに伴ら 7）




















































2005 年度研修員は 2008 年 1 ～ 2 月，2006 年度
研修員は 2009 年 4 ～ 5 月，2007 年度研修員は









対象は，表 1 に示すように研修者 18 名中，回
答のあった 16 名を対象とした．
その内訳は，2005 年度 5 名，2006 年度 6 名，
2007 年度 5 名，計 16 名であった．研修員は，主
に母子保健分野の責任者で H 州の政策担当管理




















































































H 州のアクションプランの実施状況は表 2 に示












（2 ）A ～ E 地区におけるアクションプランの実
施状況について
A から E 地区のアクションプランの実施状況
は，表 2 に示す通りである．






年度 100% であった（3 名）．















































対する支援方法の改善（H 州 2005 年度研修員，
以下 H2005 とする，成果 1 ～ 3）や地域住民，妊婦，
女性の知識の向上や意識の変化，妊婦乳幼児集団
検診の受診率の向上（H2005 成果 4 ～ 6，H2007
成果 1 ～ 3）が見られた．
A ～ E 地区では，専門職・非専門職の支援
者の妊産婦・乳幼児の支援方法の向上が見られ
（A2005 成果 1 ～ 2）（C2006 成果 1 ～ 2）（E2006
成果 1），その結果， 妊婦，乳幼児の健康状態に
改善が見られはじめた（B2005 成果 1,E2007 成果
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表２　アクションプランの実施状況（帰国後の２年後調査）
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2）（B2005 成果 2 ～ 3）（C2006 成果 3）（C2007
成果 2）（D2007 成果 1）（C2007 成果 1，E2006












た（A2006 成果 1）．「避妊具使用率の 50% 上昇」
「生殖年齢女性の有病率の低下」「健康教育実施後
の自宅分娩率の減少」等により「妊産婦死亡の低
下」（D2006 成果 1 ～ 3），「自宅分娩率は 34% か







H 州では，困ったこととして表 3 に示すように
母子保健を推進していく上での資金不足（H2005
困ったこと 1）（H2007 困ったこと 2），関係者の
理解やシステム作りに関するもの（H2005 困っ








































ない・不足（A2005 困ったこと 2，E2007 困った
こと 1），通信手段がない（A2005 困ったこと 3，
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州・地区 Ｈ州 Ａ地区 Ｂ地区
研修員数 ＜2005年度研修員1名＞ ＜2005年度研修員3名＞ ＜2005年度研修員1名＞
































州・地区 Ｃ地区 Ｄ地区 Ｅ地区
研修員数 ＜2006年度研修員2名＞ ＜2006年度研修員2名＞ ＜2006年度研修員1名＞









研修員数 <2007年度研修員1名＞ <2007年度研修員1名＞ <2007年度研修員2名＞


















　表３　　　アクションプランの実施結果に基づく成果と困ったこと表３ アクシ ンプランの実施結果に基づく成果 困ったこと

























2005 年に策定した A，B 地区のいずれも「パ
イロットメディカルハウスにおける妊婦と乳幼児
の 100% 健診実施」を目標とした妊婦集団健診の
実施率は，A 地区 96%，B 地区は 94.6%，乳幼児
集団健診の実施率は A 地区 100%，B 地区 95%
であり，大きな成果をあげた．
また A，C，D，E 地区の 2006 年度に策定し
た目標は【妊産婦，乳幼児死亡率の低減】であり，
























































































































































































































石川看護雑誌 Ishikawa Journal of Nursing Vol.8, 2011
－ 137 －
Sachie SUZUKI, Kiyomi HIKO, Hiroshi ASAMI, Katsuko KANAGAWA, 
Mayumi BAN, Mamiko NISHIMURA, Syuichi OOKI,  Tsutayo KIMIZU
Evaluation of the “Maternal and Child Health Support Project” 
in the Republic of Tajikistan
― A Survey of Trainees from 2005 to 2007 ― 
Abstract
　This survey attempts to evaluate the effect of a training course devised to improve the 
implementation of the action plan during the “Maternal and Child Health Support Project” in 
the Republic of Tajikistan. Eighteen trainees who finished the course during 2005 to 2007 were 
surveyed and 16 trainees responded.  We sent a questionnaire asking about the outcomes 
and constraints tow years post-training. In H-state, most goals of the training regarding the 
implementation of the activities of the maternal and child health project, most goals of the training 
were accomplished except for the distribution of maternity passbook, medical checkups for 
pregnant women and infants, and the publishing of visual aids. In addition, the good changing’s 
by themselves were agreed to reduce maternal and child mortality rates. In other districts, 
the following the actions of the cooperative program, PHC (Primary Health Care) seminars for 
performance improvement, mass medical checkup for pregnant women and health education, mass 
medical checkup for infants and health education, and health education for local residents were all 
operational, except for distribution of maternity passbook. The survey participants indicated that 
these activities increased the knowledge of the medical staff, local residents, pregnant women, and 
parents, and increased awareness for improving health conditions of mother and child. Trainees 
suggested to add a course in the future on “organizational theory”, “movement theory”, and “theory 
of policy”, and to promote exchanges with support teams in different fields to increase collaboration 
with local residents so as to inspire their own empowerment. 
Key words　 Tajikistan, Maternal and Child Health Support Project, Training Program,  
Action Plan, Evaluation
